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６
月
17
日
に
産
業
建
設
委
員

会
を
開
催
し
た
。

新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ま
た

今
年
度
初
め
て
の
委
員
会
で

は
、
建
設
部
・
水
道
部
に
よ
る

昨
年
度
の
主
要
事
業
の
実
績
報

告
及
び
、
今
年
度
の
主
要
事
業

の
実
施
計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し

委
員
か
ら
町
執
行
部
に
対
し
て

質
問
を
す
る
と
い
う
形
で
協
議

は
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
現
在
工
事
中
の
﹁
町

道
深
原
公
園
線
﹂
及
び
﹁
町
道

出
来
庭
川
角
中
央
線
﹂
を
現
地

調
査
し
、
工
事
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
の
質
問
や
確
認
を

行
っ
た
。

５
月
10
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
で
は
、
３
つ
の
常
任
委

員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
委

員
の
選
任
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
正
副
委
員
長
に
つ
い
て
も
同
日
各
委
員
内
で

互
選
に
よ
り
決
定
し
た
。

新
委
員
の
構
成
は
左
記
の
表
の
通
り
。

６
月
21
日
に
総
務
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
た
。

新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ま
た

今
年
度
初
め
て
の
委
員
会
で

は
、
総
務
部
及
び
民
生
部
よ
り

昨
年
度
の
主
要
事
業
の
実
績
状

況
及
び
、
今
年
度
主
要
事
業
の

概
要
及
び
課
題
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
委
員
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
挙
げ
ら
れ
た
。

６
月
24
日
に
文
教
委
員
会
を

開
催
し
た
。

今
年
度
初
め
て
の
委
員
会
で

は
、
教
育
長
に
よ
る
概
要
説
明

の
後
、
教
育
部
よ
り
昨
年
度
の

主
要
事
業
の
実
績
と
今
年
度
の

主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
委
員
か
ら
教
育
部

に
対
し
て
質
問
を
す
る
形
で
協

議
は
進
め
ら
れ
た
。

５
月
14
日
、
坂
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
安
芸
郡
町

議
会
議
長
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
研
修
会
に
多
数
の
議
員
が

出
席
し
た
。

広
島
県
副
知
事
の
中
下
善
昭

氏
か
ら
﹁
民
間
活
動
を
活
用
し

た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
﹂

公
演
を
受
け
た
。

５
月
22
日
、
広
島
市
内
で
開

催
さ
れ
た
﹁
広
島
県
町
議
会
議

員
研
修
会
﹂
に
多
数
の
議
員
が

参
加
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
事
務

総
長
の
江
端
康
二
氏
に
よ
る

﹁
地
方
行
財
政
を
め
ぐ
る
同
行

に
つ
い
て
﹂
と
帝
京
大
学
法
学

部
教
授
の
志
方
俊
之
氏
に
よ
る

﹁
新
し
い
時
代
の
脅
威
と
わ
が

国
の
対
応
﹂
に
つ
い
て
、
講
演

を
受
け
た
。

▲町道深原公園線での視察の様子

　
筆
塚
の
傍
ら
に
あ
る
由
来
碑
に
は
、

と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
筆
塚
は
、
毛
筆
事
業
の

発
展
を
祈
念
す
る
た
め
の
象
徴
と
な
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
筆
祭
り
行
事
の
中

で
中
心
的
位
置
に
あ
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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筆
塚
は
、
昭
和
40
年
９
月
に
毛
筆
業

者
が
中
心
と
な
っ
て
熊
野
町
の
協
力
を

得
た
う
え
で
、
榊
山
神
社
の
境
内
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
筆
塚
は
、
筆
に
﹃
命
﹄
が
あ
る

と
信
じ
筆
の
精
霊
と
先
祖
へ
の
遺
徳
・

誇
り
と
感
謝
を
込
め
て
築
か
れ
た
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
碑
に
刻
ま
れ
た
﹁
筆
塚
﹂

の
文
字
は
、
広
島
県
出
身
の
首
相
、
池

田
勇
人
元
首
相
の
肉
筆
を
刻
ん
だ
も
の

で
す
。

　
春
分
の
日
に
行
わ
れ
る
﹁
筆
ま
つ
り
﹂

で
は
、
筆
塚
に
て
筆
供
養
が
行
わ
れ
ま

す
。
役
目
を
終
え
た
筆
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
筆
づ
く
り
の
た
め
に
、
毛
を

提
供
し
て
く
れ
た
動
物
た
ち
の
供
養
と

書
道
の
上
達
を
願
っ
て
浄
火
の
中
に
筆

を
投
じ
ま
す
。

　
熊
野
で
生
ま
れ
た
筆
は
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
た
後
、
再
び
全
国
か
ら
熊
野

に
帰
り
、
当
地
で
永
大
供
養
を
さ
れ
る

の
で
す
。

「
筆
塚
」

総
務
厚
生
委
員
会
を
開
催

文
教
委
員
会
を
開
催

安
芸
郡
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

広
島
県
町
議
会
議
員
研
修
会

産
業
建
設
委
員
会
を
開
催

取
材
／
民
法
・
時
光
・
片
川
・
沖
田

～ 筆精に感謝を込めて ～～ 筆精に感謝を込めて ～

東
洋
独
自
の
文
化
が
あ
り
日
本
独

自
の
書
道
が
あ
る
実
に
熊
野
筆
は

力
強
く
こ
れ
を
支
え
る

わ
が
祖
先
は
刻
苦
製
筆
の
技
を
導

入
し
子
孫
は
町
ぐ
る
み
の
生
業
と

し
て
こ
れ
を
高
次
化
す
る

こ
う
し
て
高
原
の
地
に
熊
野
筆
が

育
ち
今
日
市
場
は
国
の
内
外
に
拡

が
る

筆
の
生
産
は
町
民
生
活
の
主
軸
で

あ
り
町
民
は
こ
れ
に
生
命
を
つ
な

ぐ
わ
れ
わ
れ
は
筆
に
命
あ
る
を
信

じ
祖
先
の
遺
徳
の
中
に
筆
精
を
あ

が
め
よ
う
と
す
る

こ
こ
に
同
志
相
集
い
天
下
に
受
容

せ
ら
れ
た
誇
り
を
刻
み
敬
虔
な
感

謝
と
至
精
と
を
永
遠
に
こ
の
塚
に

託
す
る

▶ 

大
き
さ　

本
体 

高
さ
／
３
３
０
㎝　

幅
／
２
３
０
㎝　

奥
行
／
９
５
㎝

 　
　
　
　
　

下
石 

高
さ
／
７
０
㎝　
　

幅
／
２
６
０
㎝　

奥
行
／
２
６
０
㎝

 　
　
　
　
　

岩
組 

高
さ
／
３
０
０
㎝　

幅
／
９
５
０
㎝　

奥
行
／
９
０
０
㎝

〈
碑
文
表
〉

 

　
筆 

塚
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
池
田 

勇
人 

書

 

（
裏
）

 

　
昭
和
四
十
年
九
月
設
立

※
各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け
ま
す

各
委
員
構
成
を
一
新
（
５
月
臨
時
会
）

議会広報等に
関すること

委員長

 中原　裕侑

委員長

 藤本　哲智

委員長

 大瀬戸宏樹

委員長

 片川　　学

委員長

 山吹　富邦

副委員長

 藤本　哲智

副委員長

 渡　　紘八

副委員長

 藤本　哲智

副委員長

 沖田ゆかり

副委員長

 民法　正則

委員

 民法　正則

 時光　良造

 片川　　学

 沖田ゆかり

委員

 山吹　富邦

 大瀬戸宏樹

 片川　　学

 沖田ゆかり

委員

 南田　秀夫

 馬上　勝登

 久保隅逸郎

委員

 佛圓　大源

 尺田　公造

 山野千佳子

委員

 中原　裕侑

 渡　　紘八

 荒瀧　穂積

 時光　良造

議会運営に
関すること

建設部門に
関すること

教育部門に
関すること

総務・民生部門
に関すること

議 会 広 報
特別委員会

議会運営
委 員 会

産業建設
委 員 会

文教委員会
総務厚生
委 員 会


